
代5社 会 ・生活第6編 現

五

社
会

・
生
活

1

生

ω

自

活
治

四

四
五

〔昭

和
三

一
年
矢
吹

町
自
治
会
発
足
〕

欠
吹

地
区
自

治
会

発
足

隣
組
制
度

は
終
戦

に
よ

っ
て
廃

止
さ
れ
た
が
爾
后
講

和
発

効
に
伴

い
こ
れ

が
禁

止
は
解

か
れ
新

し
く
自

主
発
足

が
出
来

る
事

に
な

っ
た
。
今

回
の
町
村

合
併

を
契
機
と

し
て
第

一
区

に
於

て
は
中
畑

、
三
神

地
区
と
歩
調
を
合

せ
客

年
暮
有
志
各
位

の
熱
意

と
区
民

の
協

力
に
よ
り
発
足
致

し
続
け

て
第

四
区
は

本
年

二
月
、
三
、
五
区
は
三
月
発
足

の
予
定

で
あ
り
ま
す
。

過

去
の
部
落

行
政

に
も
あ

る
程
度

の
批
判

の
声
も

あ
り
ま
す
が
民

主
々
義

の
原

理
を
探
究
す

る
時

必
ず

し
も
趣
旨

に
反
す

る
も

の
で
は
な
く
善
き

を
と

り
悪
き

を
す

て
て
よ
り
ょ
い
部
落
行
政

を
確

立
致

し
全
町
民

一
丸
と

な

っ
て

新

町

の
育
成

に
協
力

を
願

い
ま
す
。

願

わ
く
ば

一
日
も
早

く
第

二
区
民

の
自

主
制

に
よ
り
自
治
会

の
発
足

を
希

望
致

し
ま
す
。

総

務

課

芳

賀

博

〔昭

31

・
2

・
5

「広
報

や
ぶ
き
」
抜

粋
〕

簸

自

治

会

結

成

六
月

一
日
発
足
〃

自

治
会

結
成

に
つ
い
て

は
、
有
志

各
位

の
熱
意
と
会
員

の
御
理
解

に
よ
り

本

月

一
日

一
斉
に
発
足
出
来
ま
し
た
事

に
対

し
衷

心
よ
り
感
謝
を
申
上
げ

る

と

同
時
に
今
後

の
自

主
地
方

行
財
政

の
基
盤
と
し
て
益

々
御
発
展
を
希
望
致

し
ま
す
。

右
結
成

届
出
を
受
け
た
役

員
及
び
三
神

、
中
畑

地
区

の
役

員
を
御

報
告
申

上
げ

会
員
各
位

の
絶

大
な
る
御
協

力
を
御

願

い
致

し
ま
す
。

◎
矢

吹
地
区

区

及
び

部
落

名

第

一
区
会

長

第

二

〃

第

三

〃

第

四

〃

第

五

〃

柿
之
内
区

長

田

内

〃

◎

三
神

地
区

上

町
区
長

氏

名

菊
地

長
雄

佐
久
間

隆

須
藤

儀
信

高
田

敬
次

須
藤
源
四
郎

須
藤
清

↓
郎

角
田
千
嘉
雄

世
帯
数三
八
七

二
空二六

四
一三

三
三
二

八
二

四
〇

小
林

徳
貞

四
五

横

石

〃

中

町

〃

下

町

〃

根
岸

〃

西
原

〃

須
乗

〃

新

田

〃

南
原

〃

弥

栄

〃

沢

尻

〃

神

田

〃

佐
久
間
政
道

泉 大 松 泉 船 丹 矢
川 木 谷 川 橋 内 部

正 正 金 忠 吉
秋 貞 勅 保 俊 二 明

 

佐
々
木
藤
雄

関
根
幸
四
郎

藤
井

源
七

四 一 一 一 三 三 四 四 三 四 五
九 一 九 三 三 一 一 四 八 一 三

785



中
野
目

〃

堤

〃

明
新

〃

◎

中
畑

地
区

本
村
区

長

原
宿

〃

平
鉢

〃

大
畑

〃

円 吉 白
谷 田 坂

正 兵 忠
吉 司 助

青 箱 高 小
木 崎 久 林

一 福 喜 広

英 蔵 芳 吉

三

寺
内

〃

三
〇

鍋
内

〃

奎

根
宿

〃

松
倉

〃

九
三

諏
訪
清
水

〃

三
八

長
峯

〃

二
六

五
本
松

〃

二
六

稲
荷
釜

〃

総
務
課

芳

〔昭
31

・
6

・
10

四
四
六

〔矢
吹
町
区
長
会
規
約
〕

矢
吹
町
区
長
会
規
約

(
目
的

)

第

一

鈴
木
弥
太
郎

大
和
田
重
吉

野
崎
亥
之
太
郎

井
戸
沼
智
好

賀 菅 古 熊 近
野 川 田 藤

辰 東 秀 留
博 雄 一 雄 治

 

「
広
報
や
ぶ
き
」
抜
粋
〕 三 一 四 一 八 八 一 六

六 五 八 一 一 四 九 五

 

条

本
会

は
、
矢
吹
町
区
長
相
互

の
連
絡
強
調
を
図
り

、
そ

の
組

織
活
動
を
助
長

し
、
も

っ
て
行
政
を
地
区
住
民

へ
侵
透
さ

せ
矢

吹

町
発
展

に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

(
名
称

)

第

二

条

(組
織
)

第

三

条

本
会

は
、
矢
吹
町
区
長
会
と
称
す

る
。

本
会

は
、
9各
区
長
及
び
各
部
落
長
を
以

っ
て
組
織
す

る
。

(
事
務
所
)

第

四

条

(
事
業
)

第

五

条

本
会

の
事
務
所

は
、
矢
吹
町
役
場
内

に
置
く
。

本
会

は
、
第

一
条

の
目
的
達

成

の
た
め
次

の
事
業
を
行
う
。

ω

行
政
と
住
民

の
連
絡

に
関
す

る
こ
と
。

②

行
政
思
想

の
普
及

に
関
す

る
こ
と
。

紛

町
が
行
う
事
業

の
推
進

に
関
す
る

こ
と
。

ω

各
種
、
啓
発
、
啓
蒙

活
動

に
関
す
る

こ
と
。

㈲

そ

の
他
目
的
達
成

に
必
要
な
活
動

(
役
員
)

第

六

条

本
会

に
次

の
役
員
を
お
く
。

会
長

一
名

・
副
会
長
三
名

・
会

計

一
名

・
幹
事

六
名

・
監
事

三
名

・
書
記

一
名

(
役
員

の
選
出
)

第

七

条

役
員

は
総
会

に
お

い
て
選
出
す

る
。

た
だ
し
、
書
記
は
会
長

が
委
嘱

す

る
。

(
役
員

の
任
期
)

第

八

条

役
員

の
任
期

は
、

一
年

と
す

る
。

再
任
を
妨
げ

な

い
。

た
だ

し
、
補
欠

の
場
合

は
、
前

任
者

の
残
任
期

間
と
す
る
。

(
役
員

の
職
務
等
)

第

九

条

役
員

の
職
務

は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。
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ω

会
長

は
会
務
を
統
轄

し
本
会
を
代
表
す

る
。

②

副
会
長

は
、
会
長
を
補
佐

し
、
会
長
事
故
あ

る
と
き

は
会

長
が
指
名
す

る
。
副
会
長
が

そ
の
職
務
を
代

理
す

る
。

㈲

会

計
は
、
歳
入
歳

出
予
算

に
関
す

る
事
務

を
行
う
。

㈲

幹
事

は
、
事
業

計
画

、
実
施
計
画

に
関
す

る

こ

と

を

行

う
。

⑤

監
事

は
、
会
計

の
監
査
を
行
う
。

⑥

書
記

は
、
会
議
を
記
録
す

る
。

(
会
議
)

第

十

条

会
議

は
、
総
会
及
び
役
員
会
と
し
会
長
が

こ
れ

を

招

集

す

る
。

二

総
会

は
、
毎
年

一
回
と

し
、
必
要

に
応
じ
臨
時

に
開
催
す

る

こ
と
が
で
き

る
。

三

役

員
会
は
必
要
に
応

じ
て
開
催
す

る
。

四

会

議
は
過
半
数

の
出
席
を
も

っ
て
成

立
し
、
議
事

は
出
席

者

の
過
半
数
を
も

っ
て
決
す
る
。

た
だ
し
、
可
否
同
数

の
場
合
は

議
長
が

こ
れ
を
決
す

る
。

五

会
議

の
議
長

は
、
会
長
が
あ

た
る
。

(
附
議
事
項
)

第

十

一

条

会
議

に
附
議
す

る
事
項

は
、
次

の
と
お
り
と
す

る
。

ω

事
業
計
画
及
び

予
算
決
算

に
関
す

る
事

項

(
会
計
)

第

十

二

②

規
約
の
改
正
に
関
す
る
事
項

㈲

そ
の
他
必
要
な
事
項

条

会
計
年
度

は
毎
年

四
月

一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十

一
日
ま
で

と
す

る
。

二

本
会

の
経
費

は
負
担
金
及
び
寄
附
金
を
も

っ
て

こ
れ

に
あ

て

る
。

(
附
則
)

こ
の
規

約
は
、
昭
和
四
十
六
年

四
月

一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〔「矢
吹
町
区
長
会
綴
」
抜
粋
〕

四
四
七

〔矢
吹
町
保
健
委
員
会
規
約
〕

矢
吹
町
保
健
委
員
会
規
約

(
目
的

)

第

一

条

本
会

は
矢
吹
町
保
健
委
員
相
互

の
連
絡
強
調
を
図

り
、
そ

の

組
織
活
動

を
助
長

し
、
も

っ
て
住
民

の
積
極
的

な
環
境
衛
生
活

動

に
よ
り
健
康

で
文
化
的

な
町
づ
く

り
を

目
的
と
す

る
。

(
名
称
)

第

二

条

(
組
織
)

第

三

条

本
会
は
矢
吹
町
保
健
委
員
会
と
称
す
る
。

本
会

は
各
区

(
部
落
)
長
を
も

っ
て
組
織
す

る
。
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(事
務
所

)

第

四

条

本
会

の
事
務
所

は
矢
吹

町
役
場
住
民

課
内

に
お
く
。

(事
業
)

第

五

条

本
会

は
、
第

一
条

の
目
的
達
成

の
た

め
、
次

の
事
業
を
行
な

う
o

ω

環
境
衛
生
事
業

②

環

境
衛
生
思
想
普
及

③

そ

の
他
目
的
達
成

に
必
要
な
協

力
事
業

(
役
職
員
)

第

六

条

本
会

は
、
次

の
役
員
を
お
く
。

ω

委

員
長

一
名

副
委

員
長
三
名

監
事

二
名

書

記
二
名

(
内
会
計

一
名
)

②

役

員
は
総

会
に
お

い
て
選

出
す

る
。

た
だ
し
書
記

は
会

長

が
委

嘱
す
る
。

(役

員

の
任
期
)

第

七

条

役

員

の
任
期

は

一
年

と
し
、

再
任

を
妨
げ

な

い
。

た
だ
し
、

補
欠

の
場
合

は
前
任
者

の
残
任
期
間
と
す

る
。

(役
員

の
職
務
等

)

第

八

条

役

員

の
任
務

は
、
次

の
と

お
り
と
す

る
。

ω

委

員
長

は
会
務

を
統
轄

し
、
本
会

を
代
表
す

る
。

②

副
委
員
長

は
委
員
長
を
補
佐

し
、
委
員
長
事
故
あ

る
時

は

委

員
長

の
指
名

す
る
副
委

員
長
が

そ
の
職
務

を
代

理
す

る
。

88

㈲

監
事

は
会

計

の
監
査

を
行

な
う
。

7

ω

書
記

は
本
会

の
庶
務
会
計

の
事
務

に
あ

た
る
。

(会
議
)

第

九

条

会
議

は
総
会
及
び
役
員
会
と

し
、
委
員
長
が

こ
れ
を
招
集
す

る
。

二

総
会

の
開
催

は
毎
年

　
回
と
し
、
必
要

に
応
じ
臨
時

に
開
催

す

る
こ
と
が
出
来

る
。

三

総

会
は
過
半
数

の
出
席
を
も

っ
て
成
立
し
、
議
事

は
出
席
者

の
過
半
数

を
も

っ
て
決
す
る
。
た
だ

し
、
可
否
同
数

の
場
合

は

議
長
が

こ
れ
を
決
す

る
。

四

総

会

の
議
長

は
委
員
長
が
あ
た
る
。

(
附
議
事
項
)

第

十

条

総
会

に
附
議
す
る
事
項
は
、
次

の
と
お
り
と
す

る
。

ω

事
業

計
画
及
び
予
算
決

算

に
関
す
る
事

項

②

規
約

の
改
正

に
関
す
る
事
項

③

そ

の
他
必
要
と
認
め
た
事
項

(役

員
会

)

第

十

一

条

役

員
会

は
必
要

に
応

じ
委

員
長
が
招
集

し
、

そ

の
議
長

と
な

る
。

(
会
計

)
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第

十
二

条

会

計
年
度

は
毎
年

四
月

一
日
か
ら
翌
年

三
月
末

日
ま

で
と
す

る
。

二

本
会

の
経
費

は
負
担
金

、
寄
附
金
及
び

そ
の
他
の
収

入
を
も

っ
て
あ
て
る
。

(
附
則
)

こ
の
規
約

は
昭
和

四
十
年
四
月

一
日
か
ら
施
行

す

る
。

(注

)
昭
四
十
九
年

第
四
条

(
事
務
所
)
保
健
福
祉
課
内

改

正

昭
五
十
年

第
四
条

(
事
務
所
)
役
場
内

改

正

第
六
条

(
役
職
員
)
役
員

は
区
長
会
役
員
を
も

っ
て

あ

て
る
。
改

正
〔町
有

「保
健
委
員
会
総
会
綴
」
抜
粋
〕

四
四
八

〔昭
和
四

五
年
自
治
会
区
長
報
酬
引
上
げ
陳
情
〕

陳

情

書

各

部
落

の
行
政

区
長
の
報
酬
が

非
常

に
少

な
い

の
で
、
遺
憾

に
思

っ
て
お

り
ま
す
。

も
と
も
と
区
長

は
、
部
落

の
自

治
と
し
て
惣
代

の
役
割
が
主
で
あ
り
ま
し

た
。
処
が
最
近

は
、
役
場

の
末
端

的

・
行
政
的
役

割
を
課
せ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。役

場

の
仕
事
が
、
何

ひ
と

つ
だ

っ
て
、
区
長
を
経
由
し

て
い
な

い
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。
役
場

の
仕
事
が
、

い
ろ
い
ろ
合
理
化
さ
れ

て
い
る

よ

う

で

す

が

、
そ

れ
は
無
報
酬

に
近

い
区
長

の
犠
牲

の
上

に
立

っ
て
い
る
と
言

っ
て
も

過
言

で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

部
落
区
長
を
や
れ
ぽ
、

一
年
間
自
分

の
仕
事
が
出
来
ま

せ
ん
。
そ

の
報
酬

が
数
千

円

に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
議
員

の
方

は
、
年
間

二
十
数
万
円

の
報
酬
だ
と

聞

い
て

い
ま
す
。
勿
論
私

た
ち
と

町
の
議
会

の
方

々
と
比
較
す

る
こ
と

は
妥

当

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

せ
め
て
議
員
報
酬

五
名
分
位
を

町
全
体

の
区
長

に

見
返
る
だ
け

の
仕
事
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。

世

の
中
が
非
常

に
変

化
し
て
き
て

い
ま
す

の
で
、

人
間

一
人

が
無
報
酬

に

近

い
状

態

で
貢
献

す
る

こ
と

は
今
後

考
え
ら
れ
な

い
と
思

わ
れ
ま
す
。

ど
う

か
、
そ

の
点
を
御
賢
察
く
だ
さ

い
ま
し
て
、
区
長
報
酬

の
増
額
を
、

お
願

い
申

し
上
げ

ま
す
。

昭
和

四
十

五
年

一
月

二
十

八
日矢

吹
町
区
長
会

会

長

遠

藤

竜

三
㊥

副
会
長

古

山

郁

男
㊥

酒

井

政
㊥

長

田

倉
次
郎
㊥

矢

吹
町
議
会
議

長
殿

〔町
有

昭
45

「矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕
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四

四
九

〔昭
和
四
九
年
第

五
区
自
治
会
報
創
刊
〕

会

報
発
行

の
ご
あ
い
さ

つ

若
葉

色
ま
さ
に
目
に
し
む

こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
度

、
私
五
区
自
治
会

長

の
要
職
を

い
た
だ
き

、
そ

の
責
務

大
な
る

こ

と
を
痛
感

い
た
し
ま
す
。

思
う

に
現
在

の
区

の
現
況
は
新

た
に
住
わ
れ
る
人

々
の
年

々
多
く

、
近
代

的
建
築
が
た
ち
な
ら
び
、
町

の
新
開
地
と
し
て
躍
動
し
て

い
る

と

思

い

ま

す
。こ

の
よ
う
な
時
、
自
治
会
と
し

て
は
居
住
者

の
皆

様
と

一
層
か
た
く
手
を

に
ぎ
り
、
地
域

の
特
異
性
を
活
し
、
意
識

し
て
新

し

い
発
展
を
望
ま
ね
ぽ

な

ら
な

い
と
思

い
ま
す
。

ま
ず
そ
れ

に
は
皆
様
と
意
志

の
疎
通
を

は
か

る
こ
と
が
最
も
必
要
だ
と
思

い
こ
こ
に
会
報
を
発
刊
す

る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

ど
う

か
こ
の
精
神
を
お
く
み
と
り
下
さ
り
、
親
ぼ
く

の
き
ず

な
を
ま
す
ま

す
深
め
、
心

の

「
フ
レ
ア
イ
」

の
基
と
し

て
、
皆

様

の
力

で
、

こ
の
会
報
を

盛

り
上
げ
お
育

て
下
さ
れ

る
こ
と
を
お
願

い
い
た
し
発
刊

の
言
葉

と

い
た
し

ま
す
。

第

五
区
自
治
会
長

星
野
勝
雄

☆
☆

こ
の
会
報

に
名
前
を

つ
け
て
下
さ

い
。

お
祝

い
の
こ
と
ば

矢
吹
町
長

仲

西

藤

次

こ
の
度
、
五
区
町
内
会
が
他
区

に
さ
き
が
け
て
広
報
紙

を
発
行
す

る
こ
と

に
な

っ
た
こ
と

は
、
時
宣
を
得

た
企
画

で
あ
り
心

か
ら
敬
意
を
表
す

る
も

の

で
あ
り
ま
す
。

私
が
子
供

の
こ
ろ
の
五
区
と

云
え
ば

、
春
先

は
三
原
色

(
レ
ソ
ゲ
の
花

の

赤

、
菜

の
花
の
き

い
ろ
、
麦

の
葉

の
青
)

に
お
お
わ
れ

た
畑

、
そ

の
中

に
点

在
す

る
数
戸

の
農
家
。
野
道
を

い
け
ば

、
突
然

、
き
じ
が
足
も
と

か
ら
と
び

た

つ
と

云
う
誠

に
の
ど

か
な
農
村
風
景

で
あ
り

ま
し
た
。

そ
れ
が
今

で
は
近
代
的

住
宅
が

立
ち
な
ら
び

、
総
世
帯

四
七
〇
余
戸

の
う

ち
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
世
帯
が

二
四
〇

、
農
家

三
〇
世
帯
と

云
う

変

り

方

で

す
。昨

年

、
三
ビ

シ
総
合
研
究
所

で
策
定

し
た
県
南

地
方

の
開
発
計
画

に
よ
れ

ば

、
三
十
年
後

の
矢
吹

町
の
人

口
は
五
万

人
に
達
す

る
と

い
わ

れ

ま

す

の

で
、
昭
和
八
十
年

に
は
、
当
町
も
市
制
が

し
か
れ
る
こ
と
も
予

想

さ

れ

ま

す
。そ

の
こ
ろ

の
五
区

の
姿

は

一
段
と
変

る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
都
市
化
が
進
む

に

つ
れ
て
、
心
配
さ

れ
る
の
は

失

わ
れ
て
い
く

共
同
意
識

で
は
な
い
か
と
思

わ
れ

ま
す
。

「
秋
雨

や
と

な
り
は
何

を
す

る
者
ぞ
」
と
云
う
句
が
あ

り
ま
す
が

、
都
市

化

に
と
も

な
い
人
の
心

の
ふ
れ
合

い
に
も
う

る
お
い
が
な
く
な

る
の
が
通
例

と

さ
れ

て
お
り
お
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考

え
る
と

、
こ
の
広
報
紙
が

、
五
区

に
住
む
人

の
相

互

シ

ン
ボ
ク
の
き
ず

な
と

し
て
、
ま
た
よ
り
よ
い
町
づ
く

り
の

一
助
と

し
て

790
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大

い
に
期
待
さ
れ

る
も

の
と
考
え
ま
す
。

ど
う

か
こ
の
広
報
紙
を
み

ん
な

の
心

の
広
場
と
し
て
育

て
て

い
か
れ
ま
す

こ
と
を
期
待

し
お
祝

い
の
言
葉
と

い
た
し
ま
す
。

〔昭
49

・
6

・
15

「第
五
区
自
治
会
報
」
創
刊
号
抜
粋
〕

(注
)
昭

49

・
10

・
1
第

3
号

よ
り

「
き
じ
乃

里
」
と
正
式

に
決
定
し
て

い
る
。

四

五
〇

〔矢
吹
町

一
本
木
親
善
鍬
柄
講
〕

矢
吹

町

一
本
木
親
善
鍬
柄
講

一
発

足

昭

和
三
十
七
年

四
月

一
目

的

近
隣

の
有
志

に
て
組

合
を
作

り
、

主
と

し
て
葬
儀

の
節
、
各

役
割

を
以
て
お
手
伝

を
す

る
。

一
会

費

(舌

代
)

こ
の
組
合
は
皆

さ
ん
の
申
合

せ
に
ょ
り
順
番

に
毎
月
、
月
末

迄

に
組
合
員
よ
り
各
五
百
円
宛
集
金

の
上
、
取

ま
と

め
て
会

計
係

へ
渡

し
、
会

計
は
月
始

め
白
河

信
用
金
庫

へ
渡

し
、
預

金

す
る
事

と
決
定

し
ま
し
た
。

一
会

員

十

一
名

(
発
足
時

)
昭
和
四
十
四
年

十
五
名

一
倉
庫
建

設

昭
和
四
十

二
年
十
月

工
費

十
七
万
円

大
谷

石
造

一
備

品

天
幕

黒
幕

什

器

他

一
役

員

昭
和

三
十

七
年

↓
葬
儀
役

割

一
寺

行

↓
受

付

↓
地
取
陸

尺

一
配

膳

係

一
赤

飯

係

一
役

整

理

②

生

組
合
長

会

計

二
名
三
名

二
名
外
全
員

二
名
五
名活

斉

藤

勝

男

内

山

信

貞

〔
一
本
木

内
山
信
貞
家
文
書
〕

四
五

一

〔昭
和

一
=

年
矢
吹
町
生
活
援
護
関
係
〕

厚
生
関
係
事
務
報
告

本
町

に
於
け

る
扶
助
状
況
左

の
通
り

で
あ
り
ま
す
。

ω

要
保
護
者
調

援
護
金

、
緊
急
援
護

二
〇

、

八

一
八
円

七
三
八
円

、
生
活
保
護
法

に
依

る
分

五

一
、
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収
容
者

な
し

②

遺
族
調
査
表

第 第

区 区

天

量

第
五
区

三

ゴ三

計

天

二
〇

九
四

一
三

㈲

厚
生
関
係
配
給

型 包 軍 軍 軍

巾 靴 放 放
掛 外 外

出 出
胴討 パ缶
ロロ ロロ

着 目 目 ン 詰

二 茜 六 八 三
五 五 一モゴ 六 五

点 点 点 舐 箇

鼻 釜 木 釜 シ
製外
バ 外 ヤ

ケ ツ

四 ツ 五

外 上
口 → 口
川 舌 聞 下
ロロ

緒 目 目 目 組

充 δ 八 天_
六 〇 三ニ ニ 三

点 点 点 点 点

 

〔町
有

昭
22

「
矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

四
五
二

〔昭
和
二
二
年
供
米
に
対
す
る
協
力
要
請
〕

二
二
信
教
昭
和
二
十
二
年
十
月
二
十
五
日

信
夫
地
方
事
務
所
長

各

小

学

校

長
殿

各

中

学

校

長
殿

各
青
年
学
校
長
殿

供
米

に
対
す

る
協
力
要
請

に
つ
い
て

92

標
記

の
こ
と

に

つ
い
て
左
記

の
通
り
協
力
す

る
こ
と

に
な

っ
た

か
ら
生
徒

7

を
通

し
周
知
徹
底
方

お
取

り
計

い
願

い
た
い
。

記
供
米

に
対
す

る
協
力
要
請

い
つ
い
て

政
府

は
過
般

の
東
北
関
東
地
方

の
大
水
害

に
依
る
減
収
を
約
百

五
万
石
と

見
込

み
農
家

の
保
有
米

三
千
万
石
を
残
し

て
全
国
各
都
道
府
県

に
対
し
三
千

五
十

五
万
石

の
供
米
割
当
を
決
定
し
た
。

こ
の
割
当
が
百
%

完
遂
さ
れ
た
と

し
て
も
我
が
国

の
食
糧
は
絶

対
量

に
於

て
な
を
相
当

の
不
足
を
告
げ

る
実
情

で
あ
る
。

若
し
供
米

成
績

が
良
好
で
な
か

っ
た
ら
経
済

的
悪
循
環

は
国
民
生

活

の
不
安
定

を
招
き

あ
ら
ゆ
る
生
産
意
慾

を
は
ぽ

み
小

国
民

の
体

位

の
低
下

を
来

し
国
家
再
建

は
お
ろ
か
民
族
的
光

明
す

ら
認
め
る
こ
と

の
出
来

な
い
重

大
な
結

果
と
な
る
こ
と
は
火
を
み
る
よ
り
も
明

か
で
あ

る
。
我

が
国

は
現
在

七
千

八
百
万

の
人

口
を
擁

し
食
糧
問
題
を
中
心
と

し
て
歴
史
上

か

つ
て
な
い

経
済
的

な
危
機
が
刻

々
そ
の
深

さ
と
巾
を

ひ
ろ
げ

て
ゆ
き
生
産

は

「
過
少
再

生
産
」
と
名
づ
け

る
ジ
リ
貧
状
態

に
進

み
食
糧
不
足

に
よ

っ
て
勤
労
者

の
家

計

は
其

の
七
%
前
後
を

主
食

の
買

い
入
れ

に
向
け
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
実
情

で
あ

る
。
世
界
的
立
場

か
ら
食
糧
生
産
状
況
を
み
る

に
欧
洲

で
は
未
曾
有

の

大
旱
害

に
遇

ひ
四
割
以
上

の
減
収
と
推
定
さ
れ
又
世
界

の
二
大
食
糧

輸
出
国

で
あ
る
北
米
合
衆
国
カ

ナ
ダ
共

に
昨
年

の
九
割
と
言
は
れ
殊

に
合
衆

国
は
二

千
万
ト

ソ
に
及
ぶ
ト
ウ

モ
ロ

コ
シ
の
大
減
収

で
あ
る
。
随

っ
て
日
本

が
昨
年
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総

司
令
部

よ
り
恩
恵

に
預

っ
た
千

四
百

五
十
万

ト
ン
約
九
百

八
十
万
石
と

い

ふ
大
量

の
食
糧
輸

入
は
到
底
望

み
難
く
総
司
令
部

シ

エ
ソ
ク
中
佐

の

「
供
出

に

っ
い
て
」

の
覚
書

に
指
示
さ
れ

た
如
く
ど
う

し
て
も
全
国
農
民

の
理
解
と

協
力

に
待

っ
て
国
民
自
ら

の
手

に
よ

っ
て
食
糧
問
題
を
解
決

せ
ね
ば
な
ら

ぬ

こ
と
に
な

っ
た
。
聞
く
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
合
衆
国

で
は

一
日

一
片

の
パ
ン
を

節
約

し
或

は
肉

な
し
デ

ー
卵

な
し
デ

ー
を
制
定

し
て
節
食
運
動
を
国
家
的

に

と

り
あ
げ
節
約

し
て
出
来

た
食
糧
を
欧
洲
並

に
他

の
占
領
国
民

に
提
供
す

る

と

い
ふ
。
占
領
下

の
日
本
農
民

に
犠
牲

の
要
求
さ
れ

る
の
は
当
然

で
な

か
ら

う

か
。
も

っ
と
も
供
米
運
動

は
単

に
農
家

だ
け

の
問
題

で
な
く
消
費
者
も
生

産
者

の
立
場

の
な
か
で
も
水

田
耕
作
農
家

の
経
営

の
困
難
を
充
分
理
解

し
両

者

一
丸
と

な
り
同
胞
相
互
扶
助

の
精
神
運
動

に
よ

っ
て
こ
れ
が
成
功
を
希

ひ

食
糧
問
題

の
重
圧
を
少

し
で
も
軽
減

し
て
国
家
再
建

へ
の
歩

み
を
踏
み
出
さ

な
け
れ
ば

な
ら

な
い
。

扱

て
本
県

の
供
米
割
当
量

は
九
十
九
万

五
千
石

(
他

に
片
藷

四
百
十
七
万

七
千
貫
)
と
決
定
さ
れ
た
。

こ
れ

は
昨
年

の
割
当
量
八
十

二
万
石

に
比
べ
て

十
七
万

二
千
石

の
増
加

で
決
し
て
安
易

な
も

の
で

は
な

い
。
然
し
我

々
県
民

は
先

に
述

べ
た
我
が
国

の
現
状

に
鑑
み
国
家
的
民
族
的
見
地

に
立

っ
て
万
難

を
排
し
て
極
力
政
府

の
供
米
政
策

に
協

力

せ
ね
ば

な
ら
な

い
各

位
は
次

の
要

項
を
く
み
と

っ
て
郷
土

の
特

殊
性

を
充
分
考
慮

の
上
各

々
の
立
場
か
ら
全
国

的

に
協

力
し
勧
奨

に
努

力
さ
れ
た

い
。

尚

軍
政
府

よ
り
あ
供
米
協
力

に

つ
い
て

の
指
示

の
あ

っ
た
こ
と

を
念

の
た

め
に
申
添
え

る
。

供
米
協
力
実
施
要
項

一
、
学
校
実
習
地
域

は
休
閑
地
等

の
学
校
農
園

よ
り

の
収
穫

米
、
甘
藷

は
進

ん
で
供
出
を
な
し
郷
土

の
農
家

に
模
範
を
示
す

こ
と
。

二
、
各
学
校
毎

に
食
糧
問
題
研
究
会
等
を
開
き
市
町
村

の
割
当
数
量

に
随

っ

て
供
米
勧
奨

に
協
力
す

る
こ
と
。

三
、

P
T
A
を
通
じ

て
食
糧
問
題

の
重
要
性
を
解
明
し
供
米
運
動

に
協
力
す

る
こ
と
。

四
、
児
童

・
生
徒
を
通
じ

て

1

小
学
校

五
年
以
上
、
中
学
校
中
等
学
校
青
年
学
校

の
児
童

・
生
徒

に

対

し
て
は
社
会
科

で
食
糧
問
題
を
と
り
上
げ
て
研
究
せ
し
め
現
下

の
日

本

に
於
け

る
供
米

の
倫
理
的
意
義
を
理
解

せ
し
め
児
童

・
生
徒

を
通
じ

て
父
兄

へ
供
米

の
重
要
性
並

に
供
米
勧
奨

に
努
め

る
こ
と
。

2

作
文
習
字
な
ど

に
ょ
り
或
は
標
語
ポ

ス
タ
ー
グ

ラ
フ
を
作
製

し
て
供

米

運
動

の
徹

底
を
期
す
る

こ
と
。

例

へ
ば
部
落

単
位
町
村
単
位
郡
単
位

等

の
供
出
量
を
調
査

の
上
、
グ

ラ
フ
化

し
他
町
村
と

の
比
較
更

に
時
日

の
経
過

に
よ
る
成
績
推

移
状
況

等
を
記

入
せ
し
む

る
こ
と
な
ど
望
ま
し

い
こ
と

の

一
つ
で
あ
る
。

(
但
し
各
農
家
別

の
グ
ラ

フ
な
ど

は
避
け

た
方
が

よ
い
)

五
、
其

の
他

学
校
管
下

の
あ

ら
ゆ
る
会
合

の
機
会
を
と

ら

へ
て
供
米

の
重
要

937

性
を
解
明

し
百
%
供
出

の
万
全
を
期
す

る
こ
と
。



〔昭
47

「
福
島
県
教
育
史
資
料
第
6
集
」
抜
粋
〕

昭
和
二
十

二
年
度
産
米
供

出
優

良
な
る
為

め
報
償

と
し
て
ガ
ラ

ス

一
箱

の
交

製

付

を
受

け
た

の
で
之
を
矢

吹
町
小

学
校
窓

ガ
ラ

ス
補
習

用
と

し
て
使

用
す

る

7

四
五
三

〔
昭
和

二
三
年
供
出
米
優
良
報
償
〕

も

の
と
す

る

議
案
第

五
四
条

昭
和

二
十

三
年
十

二
月

二
十
七
日
提
出

昭
和

二
十

二
年
度
産
米
供
出
優
良

に
よ

っ
て
報
償
と
し
て
交
付
さ

矢

吹
町
長

仲

西

正

次

れ

た
ガ
ラ
ス
使
途

に
関
す

る
件

〔町
有

昭
23

「矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

四
五
四

〔保
有
米

二
割
供
出
後

の
農
村
食

生
活
設
計
〕

食

生
活
設

計
事
例

1

(作
有
未

二
割
供
出
後

二
於

ケ

ル
農
村
食
生
活
設
計
〕

食

生

活

設

計

基

本

材

料

一一

月

別

食

品

名

米
一

合
ト同熱量ノ食品量

蛋
白
質
量

三
・

四

皿
・
六

七

λ
・
九

δ
・

=

三

一

・

二

備

考

米

匁
四
〇

瓦6

倍

匁

二

(

八
〇
)

倍

匁量(δO)

倍

匁

二

(

八
〇
)

倍

匁二三(;O)

倍

匁

二

(

八
〇
)

倍

匁

二

(

八
〇)

一

日
一

人
的
均

糧
二
三
合

麦

四
八

天

マ
五
(

七二
)

7
置
(

七
二
)

=

渠
六
〇
)

一

(

四
八
)

O・
亘
(

二
四
)

O

主
(

二
四)

大

豆

=
三

四
七

O・
五
(

δ

O・
五
(

5

O
主
(

5

O・
五
(

δ

粟

四
〇

;

O
・
五
(

二
〇
)

黍

四
〇

宍

稗

四一

西

玉

蜀

黍

四
〇

西

9
五(

ご
O)

馬

鈴

藷

天
O

三

一

(

穴O
)

一

(

天
O
)

一

(

穴
O
)

一

(

天
O)

甘

藷

=
六

玉

7
五
(一
七
〇
)

O・
五

(
五
八
)

O
・
五
(

五
八
)

南

瓜

三
四

三

〇

三
五
(
五
九
)

〇

三
五
(
五
〇
)

'

里

芋
.

西
9

璽
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う
ど

ん
粉

・
そ
ぼ
粉

人 牛 大 大 大

 

菜

根

切

根

乾
荏

葉 干 根

 

種

四
〇兼 四七

冗
六

三
三二
七

八六 七 九 四 四

O
・来

一δ
)

O
・五
(
二
〇
)

O
・ご
(

=
)

O
・五
(
二
〇
)

設 一 人 一 日 当

計 副 主
食

目 及
間

標 食 食

蛋 熱 蛋 熱 蛋 熱 米
白

質

白

質 農 換
且 且
里 里 量 量 量 量 算

((
瓦 糟
))

((

瓦 り啓
))

(((
瓦 階合
)))

暑
八 〇

蓋
六 〇五 〇 一ヒfO五

「 「
δ き 八

九 〇
oo 七 〇 与

七

「 「
七 ヨ九 〇 六 〇

oo 八 〇 垂三

『 『
δ δ 八

七 七
oo 七=且 亭

七
温

『 「
七 五
八 〇 七 〇
五 〇 七 〇 五

二… 『
蕊 二
八 〇 六 三
⊂)o 八 〇 甲

五

農 シ食副

業 適ヲ食
者 宣差間
ノ 二引食

栄 調キハ
養 理タ設
要 スル計

求 ル数目

量 モ量標
ノ ヲ ヨ

ト勘 リ
ス案主

食
生
活

設
計
事
例
2

(
各
季
節
別

・
食
分
献

立
例

・
附
記
間
食
)

主 食

食別

月別

麦 ・馬鈴薯混
せ飯

献
立

三

●

四
月

馬

塩 鈴 麦 米

薯

品

名

少
々 容 茜i美

重量

一 二二 三
六 糞 三
六 〇=≠

麹
里

甲 や 亦
三 六 六

蛋
白
量

麦 飯 献立

五

●

六
月

麦 米

品

名

茜 曇

重
量

二 四
ヨ≡ニ ー
o二

警
里

や ひ
〇 三

蛋
白
量

麦 飯 献立

ヤ

る
九
月

麦 米

品

名

宍 昊

重
量

一 三
六 三
六 冒

熱
量

亨 亦
冒 六

蛋
白
量
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食 主 食

食別

月別

計 間 食 計 副 食

イナゴ妙
廿 薯 飯 献

立

品

名 †

±
月

一一

十

二

月

一

一

切干大根 ・馬鈴
薯味噌汁

醤 牛

油

油ii舞

甘

塩 米

薯

魚 味 馬 切

鈴

粉 噌 薯 干

少o
々 止 き 劣 き 量

重
量 一 ニ

ーooユ ニ

宅i彗
四

{}==一 一

熱
量 美 一 五 ヨ三 四

〇 六 六 ≡二

丁

__一 一才し一

?子
___∠ 玉_ム ー

蛋
白
里

献
立

=

示
旦

干 子 マ7
七 二二 四 二 一

一 一 一

蒸 し パ ソ
鉄火味噌 ・野菜
加へる根おろし す い と ん 汁

醤 大 鰯

生

油 根 干

味 魚 ね 人 馬 小

鈴 麦

噌 粉 ぎ 参 薯 粉

品

名

ふ ほ 小

く う
塩 ら れ 粟 麦
し ん

粉 草 粉

野 牛 砂 大 味

ピ 油

ルii孝 糖 豆 噌

少
々三 き 6_五 五 巴9

重
量 少 少 少

々 々 々 五 き
少 〇一 一

δ ≡三 々 圭二=δ

天
九 六

一 二E二
匪三 一 一 〇
六 〇 五 七 二 〇

替
里 垂 三 孟

二巨」o 窒
_署 三
七7===o

量 子 干 三 天
二 七

蛋
白
量

=

6
子 塑
oo
孝
八

宍 六
6圭 二

大豆 ・馬鈴薯 ・混
せ飯

献
立

一

●

言

馬鈴薯塩菰で
生 トマ ト

鯨 ・茄子 ・南瓜煮
附

馬 大

塩 鈴 米

薯 豆

品

名
一

一

喜
五

西
6

ト 馬

マ 塩 鈴

ト 薯

醤 南 茄

鯨

油 瓜 子
一

少 六 一々
〇 四 天

重
量 少_

春 々 粂

少 胃 冒 一々6δ6

宍 八i≡…
六 三=2

熱
量 三 吾

九 〇 奮 七 二 八
〇 ニ ナ』

甲 三 亦冒 六

蛋白

量 _害 孝
七

__宍

λ
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計 副

金平牛勇 ・
り煮

醤 砂 イ 唐

ナ 辛

油 糖 ゴ 子

少 少
々 々 岩

会 塞

究
・
O

-

罠
一

焼魚 ・大

一

萎

一 一

五
マ
九 一一一一　

蓋

三
・
四

間 食

蒸し甘薯

甘

塩

薯

少=
々 δ

吾
〇

五

 

計

五
〇
〇

ヨ
6

四
五
五

〔
食
糧
難
に

つ
き
食
用
に
供
せ
る
野
草
-

指
導
資
料
1
〕

〔県
立
修
錬
農
場
教
育
資
料
よ
り
〕

植

物

名

科

食

用

部

分

食

し

方

あ い ゐ い あ あ あ あ あ あ あ あ あ

き

き た の ぬ ま し さ の か か

こ ど さ け た か

・ ど づ び 。 た つ 竃 ・ ぽ

さ

み うεち ゆ ろ ば き ざ び う つ な ざ

ぐ た ひ ひ ゆ 緻 ゆ い◎あ 唇 ま あ あ

毬 ん け か ヵ、

み で ゆ ゆ り形 り ど 形 つ ば

うび な ざ

科 科 科 科 科 科 科 科 科 科 科 科 科

果 轍 轍 轍 根 葉 徽 果 轍 徽 轍 轍

地 実
葉
下 徽

実 芽 葉 葉 茎 茎 芽 葉 葉 芽 葉 葉

浸

し
物

、
和

へ
物

、
鍋
物

浸

し
物

天
ぷ
ら
、
生
食

、
松
酒

浸

し
物

、
和

へ
物

果
実

(
生
食
)
、
果
皮

(油

い
た
め
)
、
葉

(
茶

の
代
用
)
、
芽

(
浸
物
)

酢

の
物

ぬ
た
、
酢

の
物

、
漬
汁

浸
し
物

、
佃
煮

澱
粉

煮

物
、
浸
し
物

油

い
た
め

生
食
、

サ
ラ
ダ

生
食

797



き き が か か か か お を お お を を お お お え え え う う う う う う い あ

く く つ ち%ら か ら と み と か の き し は し たま

の た ん ん ぎ ほ こ さ ば ば び きな
こ け ひ のだ ひりじそよ に こ は る こ

づ こ ぼ が だ り ば ろ い ゆ み か に
も が く ち り ら じ せ そ ヘ へ じ く ぜ う さ こ づ

1ぎ な み さ ご な み し き り う し し ら き こ さ り き り し う べ い ぎ ら れ

菊菊1灘;難1識 黙 淫號 ∵

科科総 科講 繍 舗 科論 科科科繭 嘉繍 科科
撤 轍 果 果 果 籔 葉 轍 轍 轍 轍 撤 轍 徽 果 徽 徽 地 果 轍 徽 徽 果

葉 葉 葉 葉 下 根

葉 根 実 実 実 葉 茎 芽 葉 葉 葉 葉 根 葉 実 葉 葉 茎 実 芽 葉 芽 実

浸 轍 生 飯 生 煮 浸 サ 潰 浸 茶 浸 飯 浸 和 和 揚 煮 生 澱 生 浸 浸 和 浸 生 澱
物 葉 食 の 食 物 し ラ 汁 し の し に 物 ヘ へ き 物 食 粉 食 し し へ し 食 粉'は 代 物 ダ'物 代 物 混'物 物 て"物 物 物 物'

餅 煮 用"浸'用 ぜ 飯'粥 和 飯''"未
に る 漬 和 物 油 る に 清 と へ に 塩 茶 味 和 熟
入'汁 へ'炊 混 汁 な 物 ま 漬 碗 噌 へ な
れ 根 物 和 り ぜ'す'ぜ む 汁 物 も
る は'へ る 味 味 る し'の
コ 味 物'噌 噌"漬 は

1噌 根 汁 汁 和 汁 煮
ヒ 汁 は へ(る
1煮 物 ぎ

代 て 茶 ぽ
用 食 の う

す 代 し
用)
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つ ち た た た た ぜ す す す す し し し し し し こ こ く く く く く ぎ き き

ち べ や ゆ う 。 ば さ つ

の さ ぽ いは す ん ら び ん
し つ ねん ほ が な ぬが ぺ り ぎ み い ん い

ふ り ぽ の ら ま や め ま ぽ う ち あ

ひ ひ ん ぎ く ら ず ち ざ

き や ゆ ぽ き こ い ゆ な れ ば ぽ こ く さ ん で み ら ぎ け こ こ ず し ご み

し

ゃ
く

な

げ
科

た

で

科

す

み

れ

科

と

く

さ

科

す

べ

り

ひ

ゆ
科

ぜ

ん

ま

い

科

菊

科

う

こ

ぎ

科

菊

科

す

べ

り

ひ

ゆ
科

禾

本

科

菊

科

菊 ま ら ゆ す ぶ ぶ い い な ま ゆ い 菊

ひ

め ん り か な な ば ば す め り ぽ
つ ら ら ら

ら
科 科 科 科 科 科 科 科 科 科 科 科 科 科

轍 葉 徽 轍 嫌 徽 葉 胞 葉 果 徽 徽 轍 轍 果 果 果 果 果 徽 葉 徽 果 徽
子
茎 芽 葉

花 ・ 葉 花
栄 果 果
養

葉 茎 葉 葉 葉 芽 茎 茎 花 実 実 葉 葉 葉 実 実 実 実 実 実 根 葉 実 葉

煮 生 煮 サ 浸 和 灰 浸 浸 葉 生 生 浸 サ 漬 塩 和 生 煎 煎 生 生 浸 葉 和 生 餅
物 食 物 ラ し へ 汁 し し(食 食 し ラ 汁 漬 へ 食 り り 食 食 し は へ 食 に'ダ 物 物 を 物 物 浸'物 ダ'に 物 て て'物 和 物 入

し
物
、
潰
汁
)
、
花

、
和

へ
物
、
佃
煮

、
和

へ
物

ぬ
き
乾

し
て
煮
物

(砂
糖
煮
)

、
和

へ
物
、
漬
汁

、
た
ん
ぽ
ぽ

飯
、
和

へ
物

和
物

、
浸
し
物

し
て
湯
を
さ

し
て
食

ふ

味
噌
汁

、
浸
し
物
、
和

へ
物

、
し

こ
飯

果
実
酒

酒
に
入
れ
る

食
す
煮
て
食
す

へ
物

、
乾

し

て

妙

り
粉

と

な

す

、

、

く

ご
飯

根
は
澱
粉

れ
る
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つ

の

は

し

ば

みつりがねにんじん

か

ば

の

き

科ききやう科

果

実根

煎
り
て
食
ふ煮て食ふ

㎜

ど

く

だ

み

は
ん

げ
し
ゃ
う

科

葉
・

花

茎

乾
し
て
茶
の
代
用

な

ず

な

十

字

花

科

葉

浸
し

物、

和
へ

物、

味
噌
汁、

な
つ

な
飯

な

つ

の

は

な

わ

ら

び

は

な

や

す

り
科

茎

漬
汁

な

は

し

ろ

い

ち

ご

い

ば

ら

科

果

実

生食

、

果
実、

酒
を

作
る

ね

ず

み

も

ち

ひ

ひ

ら

ぎ

科

果

実

煎
り

て
コ

ー
ヒ

ー

代

用

の

あ

ざ

み

菊

科

轍

葉

油
妙
り、

浸
し

物、

味
噌
汁

の

び

る

ゆ

り

科

葉

茎

ぬ
た

和
へ

の

ぼ

ろ

菊はは堕くさ

菊

科菊科

徽

芽轍葉

浸
し
物餅に入れ

る

は

こ

べ

は

菟

う

ど

な

で

し

こ

科緻(緻)形科

轍

葉徽葉

浸
し
物、

味

噌汁

、

天
ぷ
ら浸し物

は

ま

ぼ

う

ふ

う

緻(
纈)

形

科

葉

酢
味
噌、

胡
麻
和
へ
、

味
噌
汁

は

ま

な

す

い

ば

ら

科

果

実

生
食

む む み み み ま ま ま ふ ふ ふ ひ

・の㌶ 蜘
のこ酔 壌 ち

べ き め び ば び う み び ご き し

あ に 禾 あ 緻 さ ま き は い き あ
　

㌦ 本け謬詫,奪 ぽ,詮
び び 隊 新 な

科 科 科 科 科 科 科 科 科 科 科 科

果 果 果 徽 葉 果 徽 轍 果 葉 果

柄葉 葉

実 花 実実 実 実 芽 茎 実 葉 根

生
食
煮
物

、
和

へ
物

、
佃
煮

生
食
漬
汁

、
浸
し
物

浸
し
物
、
根

は
煮

る

浸

し
物
、
飯

に
ま
ぜ

る

塩
漬
、
酢
漬

浸
し
物
、
潰

汁
、
塩
漬
、
茶

碗
む

し

生
食
、
浸
し
物
、
和

へ
物

粥

に
し
て
食

ふ

生
食
生
食



代5社 会 ・生活第6編 現

や

ま

つ

つ

じ縫ぶかんぞう

し

ゃ

く

な

げ
科ゆり科

花轍

葉

酢
の
物浸し物

や

ぶ

ま

め

ま

め

科

果

実

ゆ
で
て
食す

や

ぶ

に

ら

(
や

う

し

ゆV

や
う
ら
し
ゆ
や
ま
ご
ほ

う

や

ま

ご

ぼ

う
科

葉

味

噌汁

、

和
へ

物

や

ま

ご

ほ

う

や

ま

ご

ぼ

う

科

葉

味
噌
汁、

和
へ

物、

餅
の

中
に
入
る

や

ま

ゆ

り

ゆ

り

科

鱗

茎

煮
物、

蒸
し
て

食
ふ

ゆ

き

の

し

た

し

き

の

し

た

科

葉

天
ぷ

ら

よ

め

な

き

く

科

轍

葉

浸
し
物、

和
へ

よ

も

ぎ

き

く

科

徽

葉

餅
に
入
れ
る、

天
ぷ
ら

れ

ん

げ

そ

う

豆

科

轍

葉

花

揚
げ
も
の
、

和
物
へ

わ

れ

も

こ

う

い

ば

ら

科

葉

花

茶
の
代
用

わ

ら

び

う

ら

ぽ

し

科

嫌

葉

根

茎

葉
(
潰
汁、

煮
物、

酢
物)
、

根
菊
(
澱
粉
を
と
り
蕨

餅と

す
)

せ

り

緻(織

)

形

科

徽

葉

浸
し
物、

味
噌
汁、

漬
汁、

和
へ

物

四
五
六

〔
昭
和

二
三
年
矢
吹

町
復
員
関
係
報
告
〕

復

員
関
係

1

復

員
進
行

に
つ
い
て
は
当

局

に
於
て
鋭
意
努
力
中

で
あ

る
が
目
下

の
処

シ
ベ
リ

ヤ
方
面
及
そ

の
他

に
残
留

す
る
も

の
尚

二
十
数
名
あ
り
然
し
な
が

ら

こ
の
四
月

の
解
氷
期
よ
り
再
び
引
揚
開
始
せ
ら
れ
今
年
中

に
は
引
揚
完

了
す
る
も

の
と
思
わ
れ

る
。

昭
和

二
十
三
年

一
月

一
臥
よ
り
十

二
月
三
十

一
日
ま

で
の
復

員
状
況
左

の
通

り

で
あ
る
。

方
面
別

シ
ベ
リ

ヤ

引
揚
者
数

十
名

未
引
揚
者
約

二
十
名

[県
立
修
錬
農
場
教
育
資
料
よ
り
〕

尚

こ
の
外

一
般
邦
人

の
未
引
揚
者

二
名
あ
り

〔町
有

昭
24

「矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

四
五
七

〔
昭
和

二
四
年
矢
吹
町
復

員

・
引
揚
者
状
況
〕

五

復

員
関
係

　

昭
和

二
十

四
年
度
中
復
員
者

十

二
名

未
復

員
数

十

四
名

六

社
会
関
係

三

引
揚
援
護
金

に
っ
い
て

018

引
揚
者

の
労
苦
を
慰
め
且

つ
留

守
家
族
を
慰
問
す
る
為

め

一
円
以
上

の
献



金
を
求

め
ま
し
た
処
其

の
成
績

は
次

の
通

り

募
金
高

二
二
、

二

一
二
円

支
出
高

二
〇
、

五
八
二
円

五
〇
銭

残

高

一
、

六

二
九
円

五
〇
銭

翌
年
度

へ
繰
越

四

引
揚

者
収
容
住
宅
設
置

に

っ
い
て

海
外

よ
り
の
引
揚
者

に
し
て
住
宅

に
困

っ
て
居

る
者
を
収
容
す

る
引
揚
住

宅
を
県
費

の
補
助
を
受
け

四
棟
建
設
収
容

し
た
尚
本
年
も
引
続
き
割
当
を

申
請
中

で
あ
る

「
町
有

昭
25

「矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

旧
陸
海
軍
関
係
遺
族
年
金
弔
慰
金
進
達
状
況
並
び

に
裁
定
状
況

四
五
八

〔昭
和
二
七
年
度
三
神
村
戦
傷

・
戦
没
者
援
護
報
告
〕

戦
傷
病
者
戦
没
者
遣
族
等
援
護
事
務

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
が
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
五
日
国
会
に

於
て
成
立
同
月
三
十
日
法
律
第
一
二
七
号
を
以
て
公
布
さ
れ
四
月
一
日
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
施
行
さ
れ
た
の
で
同
年
五
月
よ
り
遺
族
援
護
に
つ
い
て
の
事
務

を
進
行
致
し
七
月
よ
り
遺
族
年
金
弔
慰
金
の
請
求
受
理
を
開
始
八
月
に
進
達

を
完
了
致
し
た
。

そ
の
取
扱
件
数
状
況
左
表
の
通
り

旧 旧 旧

陸 陸

計 海 軍
関

海

募
軍 係 別
一
本
村
戦
没
者
数

三 二 九 程o=ゴ 七

法
該
当
者
数
(

九 二 七 柱
二ニ ー 六 )

法
非
該
当
者
数
(

量 二 三 柱

進
達
済
数
(

柱
九 二 七 )

ニ ー 六

未
進
達
数
(

柱
)

ooo

裁
定
済
数
(

柱
六 一 四 )

=ゴ 八 ヨ

未
裁
定
数
(

柱
三 三四 三 一 )

 

四
五
九

〔昭
和
二
八
年
度
三
神
村
戸
籍
事
務
報
告
〕

戸
籍
事
務
報
告

一
、
本
年
度
に
於
け
る
戸
籍
取
扱
件
数
は
昨
年
度
と
大
差
は
な
い
が
特
記
す

べ
き
は
出
生
及
婚
姻
届
が
減
少
し
こ
れ
に
反
し
て
離
婚
転
籍
分
籍
届
が
多

か
っ
た
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
転
籍
者
の
大
部
分
は
他
町
村
に
永
年
居
住
し

本
籍
地
に
は
家
屋
敷
及
び
親
族
等
の
な
い
も
の
が
比
較
的
多
く
分
籍
件
数

〔町
有

昭
28

「三
神
村
会
議
録
」
抜
粋
〕

の
多

か

っ
た
の
は
民
法
戸
籍
法

の
改
正

に
伴

い
家

の
制
度
が
変

っ
た
た
め

に
従
来

の
分
家
届
出

の
制
度
が
な
く
な

っ
た

の
が
原

因
と
思
は
れ
ま
す
。

な

お
名

の
変
更
届
が

一
件
あ
り
ま
し
た
。

が

こ
れ

は
嫁
と
姑
が
同
名

の

た

め
に
諸
般

に
わ
た

っ
て
不
都
合
が
多

い
と

い
う

の
が
家
庭
裁
判

に
提
出

し

た
申
請

の
理
由

で
し
た
。

本
年
度

の
取
扱
件
数

は
三
四
九
件

で
そ

の
内
訳

は
次

の
通
り

で
あ
り
ま

802
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す

。
区

分

件

数

[
区

分

[
件

数

入 分 転 婚 死 出

籍 籍 籍 姻 亡 生

_七 六7τ
二二 八 〇 三 一 二三

件

名 認 養 養 離

穆 蕪
更 知 縁 組 婚

二
四
=九」一 ニ ー 二 七

件

 

二
、
寄
留

届

に
関
し
て
は
例
年
と
も
低
調

で
あ
り
ま
し
て
之
が
基
本
法

で
あ

る
寄
留
法

は
町
村
居
住

の
全
員
を
登
録
す
る
も

の
で
な

い
た
め
行
政

上

の

利
用
価
値

に
乏
し
く
又

こ
の
制
度

か
ら
受
け
る
実

益
が
少

い
た
め
届
出
は

励
行
さ
れ
ず

た
め

に
寄
留

法
は
死
文
等
し

い
も

の
な
り
と

の
冷

た

い
批

判

も
起
り
之
が
改

廃

に
つ
い
て
識
者
間

に
強
く
論
議
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が

遂

に
昭
和

二
十
六
年
六
月

に
法
律
第

一
二

八
号
を
以
て
住
民
登
録
法
が
公

布
さ
れ
同
時

に
寄
留
法
が
廃
止
と
な
り
本
年
七
月

一
日
か
ら
住
民
登
録
制

度
が
実
施
さ
れ

た
の
で
あ
り
ま
し

て
こ
の
制
度

は
地
方
自
治
法

第
十
条

に

い
う
市
町
村

の
住
民
を
世
帯
を
単
位
と
し

て
登
録
す

る
こ
と
を
そ

の
任
務

と

し
て
お
り
ま

し
て
今
後

こ
の
登
録

に
よ
り
配
給
事
務

は
勿
論
選
挙
教
育

微
税
衛
生
生
活
保
護
及
び
住
民

の
居
住
関
係

の
証
明
等
各
種
行
政
事
務

の

処

理
上

に
大
き

な
役
割
を
果
す

こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ

り
ま
す

な
お
本
年

六
月
末

に
寄
留
法
が
廃

止
と

な
る
ま
で
の
寄
留
届
関
係
と

七

月
以
降
の
住
民
登
録
関
係
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

1

寄
留
関
係

ω

住
所
寄
留
届

十
五
件

㈲

転

寄
留

届

七
件

2

住
民
登
録
関
係

ω

本
村
に
本
籍
を
有
し
他
町
村
に
居
住
し
て
お
る
も
の
照
会
に
対
し

回
答
し
た
件
数

四
八
二
件

㈲

他
町
村
に
本
籍
を
有
し
本
村
に
居
住
し
て
お
る
も
の
で
他
町
村
に

照
会
し
た
件
数

一
三
三
件

三
、
戸
籍
謄
本
抄
本
の
交
付
状
況
に
っ
い
て
は
毎
年
三
月
は
諸
学
校
の
卒
業

と
相
俊

っ
て
進
学
就
職
或
は
婚
姻
届
等
に
必
要
な
た
め
交
付
件
数
は
多
い

の
で
あ
る
が
本
年
に
於
て
特
記
す
べ
き
は
戦
没
老
及
戦
傷
病
者
に
対
す
る

遺
族
年
金
弔
慰
金
及
障
害
年
金
等
請
求
に
必
要
な
た
め
之
れ
が
交
付
状
況

は
は
る
か
に
多
く
昨
年
に
比
し
総
件
数
に
於
て
約
三
億
総
枚
数
に
於
て
四

倍
手
数
額
に
於
て
六
倍
の
多
き
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
謄
抄
本
の
作

製
交
付
状
況
は
左
表
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

1

抄 謄 区

計

本 本 分

件

六 三 二二
一 四 七
3三 四 一 数
件 件 件 一

枚

て
二=二三 九
六 三二 〇
四 八 六 数
枚 枚 枚

手
三 一 三
誓 『 誓 数
ナ」 七 一
二二 四 八 料
ooo

円 円 円 額
ooo
oo(=)

右

の
外

に
他

の
市

町
村
長

か
ら

の
請
求

に
よ
り
無
償
交
付

し
た
件
数

は
次

の

803



通
り

で
あ
り
ま
す
。

区

分

件

数

枚

数

摘

要

抄 謄

計

本 本

至…≡≡宅

件 件 件一

五 一 四
九 六 三

枚 枚 枚一 一 一

四
、

身
分
証

明
印
鑑

証
明
及
び
死
亡
証
明

そ

の
他

の
証
明
書

の
交
付
状

況

に

っ
い
て
就
職
各
種
営
業

の
許
可
申

請
及
登
記

関
係

並

に
保

険
料

の
払
戻

等

の
た
め
に
利
用
さ
れ
之
が
交
付
状

況
は
左

表
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

戸 在 年 死 印 身 区

籍 籍 令 亡 鑑 分言十

証 証 証 証 証 証
明 明 明 明 明 明 分

件

三__天 四
七 一 一 〇 〇 三ニ ニ 数
件 件 件 件 件 件 件

手

誉 円r 数
皇 三 三 き き 詫 δ 料
ooooooo

円 円 円 円 円 円 円 額
oo(⊃oooo
ooooooo

摘

要

 

右

の
外

に
労
働
基
準
法
第

百
十

一
条

に
よ
る
無
料

証
明
を
し
た
件
数

は
身
分

証
明

が
四
件
年
令
証

明
が
十

二
件

合
計
十
六
件
で
あ
り
ま
し
た
。

五
、
人

口
動

態
事
務
取
扱
件
数

は
次

の
通

り

で
あ
り
ま
す
。

1

出

生

一
四

一
件

2

死

亡

五

一
件

3

婚
姻

三
八
件

4

離
婚

六
件

04

5

死
産

三
件

8

計

二
三
九
件

六
、
そ

の
他
戸
籍

の
編
製
状
況

1

新
戸
籍

の
編
製

本

人
が
筆

頭
者

(
元

の
戸

主
)
で
な

い
も

の
の
婚
姻
或
は
子

の
出
生
届

出

に
よ
る
新
戸
籍

編
製
し
た

の
が
四
七
件

2

二
十

五
年
経
過
副
本

の
調
製

戸

主
が
死
亡
し
た
た
め
そ

の
長
93

(女

)
が
家
督
相

続
を
す
る
た
め

に

そ

の
戸
籍

が
改
製

さ
れ
ま
す
が

こ
の
改
製

さ
れ
て
か
ら

二
十
五
年

経
過

し
た
戸
籍

は
副
本

を
調
製
し

て
法

務
局

に
送
附
さ
れ
ま
す
が

こ
の
件
数

は
九
件

で
あ
り
ま
し
た
。

七
、
昭
和

二
十
七
年
十

二
月
未
現
在

に
於
け
る
戸
籍

の
現
況

12345

本

籍

数

本
籍

人

口

現

住
人

口

非
本

籍

数

非
本
籍
人
口

四

、

三

、

九
〇
六
籍

七
七
九
人

七
三
六
人

七
六
籍

二
二
一
人

6

本
村
在
籍

者

で
他

の
市
町
村

に
届
住
し

い
る
数

一
、

二
六
四
人

八
、
そ

の
他

1

人

口
動
態
統
計
事
務
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男
六
交

平
均
体
重
三
、
痔

滞

歌

。D

出
生

一
四
一
人

女
七
天

平
均
体
重
三
、
震

三
髪

㈲
死亡
∴

族
講

灘

鱒講

男
女

と
も
に
死
亡
平
均
年
令

の
低

い
の
は
乳
幼
児

の
死

亡
が

比
較
的
多

か

っ

た
た
め

で
す
。

㈲

婚
姻

三
八
組

の

離
婚

㈹

死
産

六
件件

男
平
均
年
令

二
六
年

○
月

女
平
均

年
令

二
三
年

二
月

男
平
均

年
令

三
三
年

九
月

女
平
均

年
令

三
三
年
○
月

平
均

同
棲

期
間

五
年

三
月

同
棲

期
間

の
最

も
短

か

い
も

の
三
月

妊

娠
平
均
月
数

九

ヶ
月

〔
町
有

昭
29

「三
神
村
会
議
録
」
抜
粋
〕

四
六
〇

〔昭
和
三

一
年
復

員
引
揚
者
関
係
報
告
〕

八
、
復
員
引
揚
関
係

引
揚
問
題

は
日
ソ
国
交

の
回
復

に
よ
り

一
段
落

の
感
あ

る
も
本
町

に
於
て

は

未
だ

「
ヒ
名
」

の
者
が
消
息

不
明

の
ま
ま
な

っ
て
い
る
事

は
洵

に
御
気
毒

に

堪
え

な
い
処

で
あ

る
こ
れ

に
対

し
国
及
県
に
於

て
は
究
明

に
努

め
て

い
る
。

七
月
二
十
三
日

中
畑
忠
志
殿
の
遺
骨
伝
達

十
二
月
二
十
七
日

町
内
留
守
家
族
を
慰
問

六
月
三
甘

舞

引
揚
者
妻

調
査

本
町
に
於
け
る
該
当
者
百
八
世
帯

地
区
別

中 台 樺 朝 満

国 湾 太 鮮 州

 

そ
の
他

計

世
帯
数

四
七

二
八八八

一
四三

一
〇

八
〔
町
有

昭
32

「
矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

四
六

一

〔
昭
和
三

二
年
復
員
引
揚
者
関
係
報
告
〕

七
、
復
員
引
揚
関
係

1432

本
町

に
於
け

る
未
引
揚
者
数

八
名

留
守
宅
渡
受
領
者

五
名

一
四
〇
、

六
六
九
円

留
守
家
族

に
対
し

て
は
十

二
月

二
十

六
日
歳
末
慰
問
を
実
施

し
た

生
存
資
料

の
入

っ
た
老

一
名

(
中
畑
国
分
和
夫
)

〔
町
有

昭
33

「矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

805



四
六
二

〔昭

和
四
六
年
土
中

か
ら
爆
弾
戦
中

の
残
物
〕

物
騒

な
忘
れ
も
の

土
中
か
ら
爆
弾

中
畑
字
稲
荷
釜

二
〇

八
番
地
、
下
重
明
則
さ
ん
所
有

の
山
林

(
種
子

セ
ン

タ
ー
前
)

で
十

三
日
高

田
工
業
所
大
戸
登
さ

ん
が
ブ

ル
ド

ー
ザ

ー
で
道
路
整

地
用
土
採
取

の
際

、
長
さ

二
米

↓
0
0
キ
。
の
爆
弾
を
発
見
、
警
察
署

に
連
絡

し
て
自
衛
隊

に
処
理
依
頼
を

し
ま

し
た
。

こ
の
爆
弾

は
終
戦
時

の
昭
和

二
十
年

八
月
中
旬

こ
ろ
、
矢
吹

ケ
原

に
あ

っ

た
航
空
隊
が
弾
薬
処

理
の
た
め
埋

め
た
百
本

の
う

ち
の

一
本

で
、
そ

の
後
、

危
険

を
と

り
の
ぞ
く

た
め
別

の
個
所

に
掘
り
起

し
て
移
動

し
た
が
、
ど
う

し

た
手
違

い
か
ら

か

一
本
だ
け
が
取

り
残
さ
れ

て
い
た
も

の
。

こ
の

一
本

の
爆
弾
が

た
ま

た
ま
作
業
中

に
発
見
さ
れ
た
も

の
で
、
早
速
陸

上
自
衛
隊
山
形
駐
と

ん
部
隊

か
ら
処
理
班
が
来
町
、
西
郷
村

の
演
習
場

に
運

ん
で
処
理

い
た
し
ま
し
た
。

〔昭
46

・
12

「
広
報
や
ぶ
き
」
抜
粋
〕

四
六
三

〔昭
和
四
七
年
度
く
ら
し

の
相
談
状
況
〕

く
ら

し
の
相
談

昨
年
七
月
機
構

の

一
部
改
革

に
よ
り
、
住
民
課

に
あ

っ
た
く
ら
し

の
相
談

係
が
町
長
公
室

に
移
り
装

い
も
新
た
に
新
発
足
し
た
。

町
民

に
よ

る
困
り
ご
と
等

の
相
談
件
数

は
、
次

の
と
お
り

で
あ
る
が
、
役

場

に
相
談

に
来
る
事

に
或

る
程
度
、

抵
抗

は
つ

か
し
さ
を
感

じ
て

い
る
方
が

06

多

い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
今
后

は
気

や
す
く
相

談
を

で
き
る
よ
う

一
層

8

努

力
し
た

い
と
考
え
て

い
る
。

保 教 建 産 住 総 く

計育募鑑 呈 郵
員用管農保年霧輪
所 会 地 理 政 健 金 係 係 談

項

目

別

究 二 四 一 δ 四 一 一 一 一 穴

件数

《 三 四_西 六 ご___豊

回延
相数
談

部 交 公 民 交

落 通 法 通

計 座 安

燕 劉 繍 事
会 策 害 他 族 ・故

く

ら

み
相
談
内
訳

天 四 二 二 三 一 八 八

件数

…i… 四 三 四 四 三 三 茜

回延
相
数談

 

〔町
有

昭
48

「
矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

四
六
四

〔昭
和
四
七
年
度
消
費
者
行
政
の
推
進
]

消
費
者
行
政

最
近
、
国
県
は
も
と
よ
り
各
市
町
村

に
於
て
も
消
費
者

の
保
護

を
目
的

と

し
た
行
政

に
力
を
注

い
で
い
ま
す
が
、
本
町

に
於

い
て
も
四
十
七
年
七
月

一

日
よ
り
県
消
費
生

活

セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
、
本
問
題

に
取
り
組
み
十

二
月

十
四
日

に
は
県

の
移
動
生
活
車

に
よ
り
講
習
会
を
開
催
し
、
正
し

い
商
品

の



代5社 会 ・生活第6編 現

見
分
け
方

に
つ
い
て
勉
強

を
行
な

っ
て

い
る
。

〔
町
有

昭
48

「
矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

四
六
五

〔
昭
和
三
〇
年
大
畑
部
落
生
活
改
醤
模
範

に
つ
き
要
望
〕

〔
参
考
〕

要

望

書

㊧

当
部
落

は
昭
和

二
十
七
年

五
月
生
活
改
善
模
範
部
落
と
し

て
県

の
指
定

部

落

と
な
り
五
年
計
画

に
よ

っ
て
漸
く
全
戸
数

に
亘

っ
て
改
善
さ
れ

っ
っ
あ
る

事

は
す

で
に
知

る
処

で
あ
り

ま
す
が

、
今

や
社
会
文
化

の
振
興
と
文
化
的
生

(
マ
マ
)

活

水
準

の
向
上

は
憲
法

に
う

た

っ
て
あ
る
通

り
戦
後
遂

々
進
展
し

て
居

る
の

で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
等
事
業

の
浸
透

に
は
そ
う
と
う

の
時
間
と
努
力
を
要
す

る

の
で
あ
り
ま
す
が

当
部
落

は
融
和

に
よ

っ
て

一
致
協
力
良
く
そ

の
実
を
結

び

県
下
に
ほ

こ
る
模
範
部
落

と
し
て
全
国
読
売
新
聞
社

主
催

の

コ
ソ
ク
!
ル

に
第
四
位
を
得

た
事

も
偏

に
村
当
局

の
御
理
解
と
皆

々
様

の
協
力

の
賜
と
深

く
感

謝
致

し
て
居

る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

又
各
郡
内

町
村

は
勿
論
郡
外

か
ら

の
視
察
も

日
と
共

に
多
く
現
在
迄

一
万
を
越
ゆ

る
人
が
参

っ
て
居

る
の
で
あ

り
ま
す
。

そ
れ
等

に
要
す

る
経
費

と
時
間

の
消
費
も
多

い
の
で
あ

り
ま
す
が

生
活
改
善

を
さ
け
ば

れ
る
今

日

一
日
も
早
く
全
町
村
が

な
さ
れ

る
日
を
考
え

る
時

じ

っ
と
し
て
居

ら
れ
な
い
気
持

で

一
杯

で
あ

り
ま
す
。

こ
れ
等

の
生
活
改
善
を
通

し
て
社
会
教
育

に
寄
与
す

る
処

又
大
な

る
も

の

が

あ
り
ま
す
。
就

い
て
は
こ
れ
等
事
情
を
斜
酌
下
さ
れ
特
別

の
御
詮
議
を
賜

り
予
算
計
上
方
を
要
望
す

る
次
第

で
あ

り
ま
す
。

昭
和
三
十
年
五
月
十
六
日

矢
吹
町
大
畑
部
落
生
活
改
善
会
長

青

木

益

一
郎
㊥

矢

吹
町
議
会
議
長

石
井
兵
庫
殿

矢

吹

町

長

野
木
忠
房
殿

〔町
有

昭
30

「
矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

四
六
六

〔昭

和
一■=

年

矢
吹

町
営
住
宅
建
築
執

行
〕

議
案
第

三
十

二
号

矢
吹
公
営
住
宅
建

築
工
事
執
行

の
件

昭
和

三
十
年
度

に
お

い
て
矢
吹
町
公
営

住
宅
建
築

工
事
次

の
と
お
り
施
行
す

う
も

の
と
す

る

昭
和

三
十

一
年
六
月
十

六
日
提
出矢

吹
町
長

野

木

忠

房

一
、
建

築

事

由

住
宅

に
困

っ
て
居

る
低
額
所
得
者

に
対

し
低
廉
な
家

賃

で
賃
貸

す
る

こ
と

に
依
り
住
宅
難
を
緩
和

し
国
民
生
活

の
安
定

と
社
会

福
祉

の
増
進

に
寄
与

す

る
こ
と
を
目
的
と
し
健
康

で
文
化
的
な
生
活
を
営

む
事
業

の

一
助

と
す

る
。

二
、
建

築

の
場
所

西
白
河
郡
矢
吹
町
大
字
矢

吹
字
大
林

一
六
五

7

三
、
事

業

の
種
類

第

二
種
公
営
住
宅

十
戸

(木
造
建

九
坪

)



四
、
事
業

及
び
そ

の
財
源

1

工
費

二
、
四
五

一
、
○
○
○

円

但

し

一
戸
当

金
二
四
五
、

　
○
○

円

2

財

源

イ
、
国
庫
補
助
金

一
、
六
三
四
、
○
O
O

円

ロ
、
町

負

担

金

八

一
七

、
○
○
○

円

五
、
事
業
施

行
方
法

五
戸
宛

二
組

と
し
指
名
競
争

入
札

の
方
法

に
よ
る

六
、
工
事
施
行
期

日

昭
和

三
十

一
年

八
月
着

工
、
同
年
十

月
竣

工

以

上

〔町
有

昭
31

「
矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

四

六
七

〔矢
吹
町
営
住
宅
建
築
戸
数
〕

矢
吹
町
営
住
宅
概
要

(5) (4>(3)(2)(1)大

林

第

一
種

第

二
種

第

一
種

第

二
種

第

一
種

住

宅

木
造

一〇
戸

木
造

三
五
戸

簡
平

一九
戸

簡

平

六
〇
戸

中
耐
五
三〇
戸

建
設
年
度

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 昭

和四 四 四 困 四 三 三 三 三
八 七 七 ニ ー 七 一 〇 〇

「
戸
数

種
別

くつ 　 ゴし くつ くつ くニラ くつ ユま くつ

戸

第 第 第 第 第 第 第 第 第

構

造

中 簡 簡 木耐
〃 〃 〃 〃 〃

五 二 平 造

㈲

第
二
種

簡
二

六戸

二

大

池

住

宅

ω

第
二
種

木
造

三六戸

三

小

池

'
住

ω

第
二
種

木
造

②

第
二
種

簡
平

宅
三
九
戸

;
戸

(2)

笙

種

四

(1)三

第 枚

種 発

田

住

宅

木
造

δ
戸

木
造

八戸

五

三

城

目

住

宅

ω

第
二
種

木
造

五戸

(2)

ノ、

(1)小

松
第

一
種

第
二
種

住

宅

簡
平

三
八
戸

簡

平

四
二戸

計
昭
和
三
八

〃

四
〇

計
昭
和
三
九

〃

四
〇

〃

四
〇

計

〃 〃 昭

計 和
ご 九 九

 

昭
和
三
二

計

〃 〃 〃 〃 昭

和四 四 四 四 四
王L四 四 三 三

一六
〇

三
〇
戸
六
三
六

三
〇
戸
九三

五
四

"笙""笙

八 五 三 〇

　

第 第 第

コ三 二匠己

　

第
二

6δ δ ハ 三
　

第 第 第 第 第

木

造
〃

木

造
〃

簡

平

木

造
〃〃

木

造

簡
〃 〃 〃 〃

平

808
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七

一

本

木

住

宅

ω

第

一
種

簡

平

二〇
戸

〃

四
五

計
昭
和
四六

計

八 二
〇 〇oo

　

第

一

第

一

〃

簡

平

〔矢
吹
町
役
場
建
設
課
調
〕

四
六
八

〔
昭
和
四
七
年
都

市
計
画
の
現
況
〕

都

市
計
画

の
現
況

一
、
法

の

適

用

昭
和

二
十
八
年

二
月

二
十

一
日

建

設
省
告

示
第

二

=

号

二
、

区
域
の
決
定

昭
和

二
十
九
年

二
月

二
日

建
設
省
告
示
第

五
〇

号

旧
矢
吹
町

一
円

(但

し
大
字
中
畑
新

田
字
南
釜
、
中
畑
村

地
内
飛

地
を
除

く
)

面

積

一
、

五
七
九

肋

名

称

矢
吹
都
市
計
画
区
域

サ

変
更
計
画

昭
和
四
十
七
年
十
二
月
十
五
日
審
議

三
、
都
市
計
画
街
路

昭
和
三
十
三
年
三
月
三
十

一
日

建
設
省
告
示
第
七
四
五
号
決
定

街
路
番
項

街

等
級
類
別
番
号

名

路

起

点

終

点

作

延
長

巾
員

(
m

)

(

m

)

一 一 一 ゴ ニ=二=二

小 小 小 冒 三 コ

ー三 二 一 三 二 一

矢 愈 西 矢 国 矢

議繋
岡 八 西 西 西 字
谷 幡 浦 東
地 前 浦 浦 山 側

… 北 西 八 西 字

釜
本 銚 古 幡 古 大

木 内 宿 前 宿 林

八 八 δ=二=

『 二…r「
=ナ』 〇 五 〇 〇 三
五 豆 四 四 〇 九
〇 〇 〇 〇 〇 〇

 

四
、
基
礎
調
査
事
業

昭
和
四
十
六
年
十
月
完
了

昭
和
四
十
七
年
十
月

一
部
改
修
完
了

五
、
児
童
公
園
建
設
計
画

昭
和
四
十
七
年
六
月
申
請

阿
武
隈
川
流
域
別
下
水
道
整
備
総
合
計
画

昭
和
四
十
七
年
十
二
月
資
料
送
達

都
市
計
画
関
係
事
業
補
助
率
の
現
況

事

業

者

①
街

路

事

業

工

種

道
路
改
良

舗
装
橋
梁

立
体
交
差

二
種
改
良

施工者町 県1町 県

負

担

割

合

国

県

三分

の
二

三分

の
二

二分

璽

三
分

の
二

三
〇分

の
七

三
分

璽

五分
の
二

三
分
璽

町
一〇
分

璽

四
分

の
一

δ
分

の
一

三
分

の
5
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②
土
地
区
画
整
理
事
業

都
市
改造

町

三分

璽

三分

璽

囚分

2

③
下

水

道

事

業

公
共
下
水
道

町
ー
県町

6分

の
四
一
δ分

璽
二
〇分

の
=

都
市
下
水
路

三
分

2三分璽

三
分

2二〇分の一

三
分

2六〇分の三七

④公

園

事

業

町

二
分

2

⊥
二
分

璽

⑤県

単

歩道

舗
装街路植栽街路調査

県町県

旦
}墾
⊥

二
分
2

三
分

空二分2二分2

〔
町
有

昭
48

「矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

2

警

察

・
消

防

四
六
九

〔昭
和
二
二
年
公
安
委
員
選
任
〕

議
案
第
五
五
号
公
安
定
委
員
選
任
の
件

警
察
法
第
四
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
公
安
委
員
三
名
を
左
の
通
り
選
任
し
議

会
の
同
意
を
求
む
る
も
の
と
す
る

記

藤

田

勝

次

山

田

英
太
郎

仲

西

広

次

議

会

の
申

入

に
依
り
藤
田
勝

次
を
三
村
正
吉
と
訂
正

昭
和

二
十

二
年
十

二
月
十

六
日
提
出
同

日
同
意

矢
吹
町
長

仲

西

正

次

〔町
有

昭
22

「矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

四
七
〇

〔昭
和
二
三
年
自
治
警
察
の
発
足
〕

警
察
職
員
の
定
員
及
警
察
署
の
位
置
名
称
管
轄
区
域
に

関
す
る
条
例

第

一

条

矢
吹
町
警
察
に
左
の
職
員
を
置
く

警
察
吏
員

警

察

長

巡
査
部
長

二
人

巡

査

五
人

第

二

条

警
察
長
は
警
察
署
長
を
兼
ね
る
。

第

三

条

警
察
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
又
は
欠
け
た
と
き
は
上
席
の
警

察
吏
員
が
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

警
察
長
は
部
下
に
そ
の
事
務
の
　
部
を
代
理
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

第

四

条

巡
査
部
長
は
上
司
の
指
揮
監
督
を
受
け
警
察
事
務
に
従
事
し

部
下
の
巡
査
を
指
揮
監
督
す
る
。

第

五

条

巡
査
は
上
司
の
指
揮
監
督
を
受
け
警
察
事
務
に
従
事
す
る
。
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